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1つのセンサーで複数機器の消費電力や
利用状況を見える化する電力指紋分析技術
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1.	 はじめに

地球温暖化防止やエネルギー価格上昇への対策として、
電力を無駄なく効率的に利用するためのエネルギーマネジ
メント技術が注目され、研究開発や実用化が活発に行わ
れています。エネルギーマネジメントでは、電気機器一つ
ひとつの消費電力といった、きめ細かな電力利用情報を
把握することが、消費電力の大きい機器を優先的に節電
するなど、利用者の納得度が高く、かつ、効率の良いエネ
ルギー利用の実現につながります。

本稿では、電気機器ごとの消費電力を簡便に見える化
する技術として、NECにおいて開発した、電力指紋分析技
術について紹介します。

2.	 電力指紋分析技術の特長と期待される効果

現在、家庭やオフィスなどにおける消費電力の把握は、
スマートメーターや分電盤センサーによる総電力の見える
化が中心であり、個々の家電製品やOA機器の消費電力を
把握するには、電力を計測するセンサーを各機器に個別に
取り付ける必要がありました。

これに対し、電力指紋分析技術では、分電盤に取り付け
た1つのセンサーを用いて複数の機器の消費電力を見え
る化します。

電力指紋分析技術の概要を図1に示します。本技
術では、分電 盤 の基 幹線に電 流センサー（Current 
Transformer：CT）を取り付け、この基幹線に流れてい
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る電流の波形（50Hzまたは60Hzの1周期分の瞬時電
流波形）を測定します。このとき、基幹線の電流波形は、
基幹線の配下にブレーカを介して接続され電力を消費し
ているすべての電気機器の電流波形を足し合わせた合成
波形となっています。

一方、各機器の電流波形は、図2に示すように、機器ご
とに異なる特徴を持っています。我々は、この機器に固有
の電流波形を人の指紋になぞらえて、「電力指紋」と呼ん
でいます。

電力指紋分析技術では、基幹線で測定した合成電流波形
を、各機器の電流波形（電力指紋）情報からなる波形デー
タベースに照らして、電力指紋エンジンを用いて波形解析す
ることにより、機器ごとの消費電力を推定して算出します。

現時点での性能として、我々の実験環境で、1つのセン
サーを用いて、同時稼働している15機種の消費電力推定
が可能であることを確認しています。一般家庭で用いら
れている単相3線の場合は、R相とT相のそれぞれにセン
サーを取り付けることで、合計30機種の消費電力推定が
可能です。また、電流センサーとしては、特殊なものでは
なく一般的な市販品を利用することができます。

この電力指紋分析技術を利用することで、従来の方法よ
りセンサーのコストを削減し、またセンサー取り付けの手
間も大きく低減した簡便な方法で、電気機器の消費電力
や使用状況をきめ細かく把握することができます。そして、
この情報をもとに具体的な電力削減ポイントを提示するこ
とにより、電気利用者の省エネ行動をいっそう促進できる
と期待されます。

3.	 オフィスビルのエネルギーマネジメントへの応用

電力指紋分析技術をオフィスビルの省エネ対策に適用
した事例を紹介します。

本事例では、NEC玉川事業場にある9号館ビルのオフィ
スフロアにおいて、合計100席以上で使用されているデス
クトップPC、モニター、ノートPCや複合機などのOA機
器を対象とした電力指紋分析システムを構築しました。オ
フィスでは1つの分電盤から数多くの機器に電力を供給し
ているため、分電盤内に複数のセンサーを設置しました。

図3（a）は、ある1日のオフィスエリアにおいて、セン
サーが計測した総電力使用量の時間推移を示すグラフで
す。従業員のいない夜間に無駄な電力が使われているこ
とが分かります。しかし、このようなエリア単位での総電
力使用量の見える化では、無駄が発見できても、その原因
までは分かりません。

図3（b）は電力指紋分析技術により、図3（a）の電力
使用量の内訳を機器単位に分解して表示したグラフです。
夜間電力使用の原因として、デスクトップPCがONした
ままであることが分かりました。この結果をもとに、帰宅
時のデスクトップPCの電源OFFを職場活動として推進
することで、節電につなげることができました。

このように、電力指紋分析技術により電気の無駄使い
の原因を明らかにし、不要不急の機器を停止するなど、利

図3　オフィスでの省エネ対策への適用例
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用実態に合わせた有効かつ具体的な節電対策を実現でき
ます。

4.	 電力指紋分析技術のサービス展開

電力指紋分析技術は、家・ビル・店舗・工場などにおい
て、機器ごとの消費電力見える化サービスを簡便な方法で
実現することにより、省エネに貢献できると期待されます。

また、見える化情報をもとに、あるいは見える化情報を
ビッグデータ化して分析することにより、エネルギー需給
の予測・計画・運用制御を実現することで、より効率的な
エネルギー利用を促進するエネルギーマネジメントサービ
スが提供可能と考えられます。

更に、機器別消費電力の時系列データを蓄積・解析す
ることにより、人の在不在などの行動や業務行動にまで見
える化の対象を拡大できる可能性があります（図4）。

これにより、例えば、家屋やマンションでは住人の見守
り支援や生活アドバイスといった、安全・安心な生活と健
康的に長生きのできる社会の実現に貢献するサービスを
提供できます。また、オフィスなどでは、業務状況の見え
る化情報をもとに、従業員の業務遂行の支援・管理や作
業効率の向上といった、ワークスタイルマネジメントサービ
スへと発展させることができると期待されます。

5.	 むすび

以上、電気機器の消費電力や使用状況を、簡便にきめ細
かく把握可能な電力指紋分析技術について紹介しました。
また、機器別消費電力の時系列データを蓄積・解析するこ
とにより、人の行動や業務行動を見える化し、見守りや作
業効率の向上に貢献することが可能と期待されます。

図4　電力指紋分析技術のサービス展開
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